
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
九
年
二
月
定
例
会
（
二
月
九
日
） 

         

長 
野 
広 

域 

連 

合 

議 

会 

会 

議 

録 

     

長 

野 

広 

域 

連 

合 

議 

会 
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平
成
二
十
九
年
二
月
九
日
（
木
曜
日
） 

出 

席 

議 

員 

（
三
十
名
） 

第 
 

一  
 

番 
 
 
 
 
 
 

竹 

内 

重 

也 

議
員 

第 
 

二  
 

番 
 
 
 
 
 
 

市 

川 

和 

彦 

議
員 

第 
 

三  
 

番 
 
 
 
 
 
 

高 

野 

正 

晴 

議
員 

第 
 

四  
 

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

治 

晴 

議
員 

第 
 

五  
 

番 
 
 
 
 
 
 

小 

泉 

栄 

正 

議
員 

第 
 

六  
 

番 
 
 
 
 
 
 

岡 

田 

荘 

史 

議
員 

第 
 

七  
 

番 
 
 
 
 
 
 

近 

藤 

満 

里 

議
員 

第 
 

八  
 

番 
 
 
 
 
 
 

松 

井 

英 

雄 

議
員 

第 
 

九  
 

番 
 
 
 
 
 
 

望 
月 

義 

寿 

議
員 

第 
 

十  
 

番 
 
 
 
 
 
 

生 

出 
 
 

光 

議
員 

第 

十
一 

 

番 
 
 
 
 
 
 

池 

田 
 
 

清 

議
員 

第 

十
二 

 

番 
 
 
 
 
 
 

阿 

部 

孝 

二 
議
員 

第 

十
三 

 

番 
 
 
 
 
 
 

北 

澤 

雄 

一 

議
員 

第 

十
四 

 

番 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

壽
三
郎 

議
員 

第 

十
五 

 

番 
 
 
 
 
 
 

関 

野 

芳 

秀 

議
員 

第 

十
六 

 

番 
 
 
 
 
 
 

原 
 
 

利 

夫 

議
員 

第 

十
七 
 

番 
 
 
 
 
 
 

中 

村 

直 

行 

議
員 

第 

十
八 

 

番 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

英 

幸 

議
員 

第 

十
九 

 

番 
 
 
 
 
 
 

塚 

田 

正 

平 

議
員 

第 

二
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

入 

日 

時 

子 

議
員 

第 

二
十
一 

番 
 
 
 
 
 
 

関 
 
 

悦 

子 

議
員 

第 

二
十
二 

番 
 
 
 
 
 
 

大 

島 

孝 

司 

議
員 

第 

二
十
三 

番 
 
 
 
 
 
 

酒 

井 

康 

臣 

議
員 

第 

二
十
四 

番 
 
 
 
 
 
 

涌 

井 

仙
一
郎 

議
員 

第 

二
十
五 

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

幸 

雄 

議
員 

第 

二
十
六 

番 
 
 
 
 
 
 

青 

栁 

秀 

吉 

議
員 

第 

二
十
七 

番 
 
 
 
 
 
 

金 

木 

初 

義 

議
員 

第 

二
十
八 

番 
 
 
 
 
 
 

伊 

藤 

幸 

光 

議
員 

第 

二
十
九 

番 
 
 
 
 
 
 

寺 

島 
 
 

渉 

議
員 

第 

三
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

黒 

栁 

博 

子 

議
員 

欠
席
議
員
（
な
し
） 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
理
事
者 

広
域
連
合
長
（
長
野
市
長
） 

 
 

加 

藤 

久 

雄 

君 

副
広
域
連
合
長 

 
 
 
 
 
 
 

黒 

田 

和 

彦 

君 

理
事
（
須
坂
市
長
） 

 
 
 
 
 

三 

木 

正 

夫 

君 

理
事
（
千
曲
市
長
） 

 
 
 
 
 

岡 

田 

昭 

雄 

君 

理
事
（
坂
城
町
長
） 

 
 
 
 
 

山 

村 
 
 

弘 

君 

理
事
（
小
布
施
町
長
） 

 
 
 
 

市 

村 

良 

三 

君 

理
事
（
高
山
村
長
） 

 
 
 
 
 

内 

山 

信 

行 

君 

理
事
（
信
濃
町
長
） 

 
 
 
 
 

横 

川 

正 

知 

君 

理
事
（
小
川
村
長
） 

 
 
 
 
 

伊 

藤 

博 

文 

君 
理
事
（
飯
綱
町
長
） 

 
 
 
 
 

峯 

村 

勝 

盛 

君 

 



 2 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

（
事 

務 

局 

職 

員
） 

事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

浩
太
郎 

君 
会
計
管
理
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

利 

之 

君 

事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長 

 
 
 

丸 

野 

俊 

朗 

君 

事
務
局
次
長
兼
福
祉
課
長 

 
 
 

北 

村 
 
 

章 

君 

事
務
局
次
長
兼
環
境
推
進
課
長 

 

海 

沼 

健 

一 

君 

総
務
課
主
幹 

 
 
 
 
 
 
 
 

新 

井 

芳 

美 

さ
ん 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
長 

 
 

福 

田 

雅 

巳 

君 

福
祉
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

新 

村 

次 

敏 

君 

福
祉
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

中 
島 

 
 

威 

君 

環
境
推
進
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 

齊 

藤 
秀 

浩 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

順 
英 

君 

福
祉
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

冨 

沢 

文 

子 
さ
ん 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

塚 

田 

昌 

行 

君 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

藤 

原 

慶 

治 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

町 

田 
 
 

博 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

長 

田 
 
 

剛 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

師 

田 

明 

広 

君 

 
 

職
務
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

総
務
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

小
田
切 

伸 

夫 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

青 

木 
 
 

淳 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

上 

原 

秀 

一 

君 
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議 
 
 

事 
 
 

日 
 
 

程 

 
一 
開
会
、
開
議 

一 

会
期
の
決
定 

一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

一 

諸
般
の
報
告 

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
報
告 

一 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
七
号 

一
括
上
程
、
理
事
者
説
明
、
質
疑
、
委
員
会
付
託 

一 

議
案
第
八
号 

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

上
程
、
理
事
者
説
明
、
質
疑
、
討
論
、
採
決 

一 

承
認
第
一
号
上
程
、
理
事
者
説
明
、
質
疑
、
採
決 

一 

委
員
長
報
告 

一 

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、
採
決 

一 

広
域
連
合
長
挨
拶 

一 

閉
会 

  

 
 
 
 
 

午
後
一
時
三
十
分 

開
会 

  

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

皆
さ
ん
御
苦
労
さ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
今
の
と
こ
ろ
、

出
席
議
員
数
は
二
十
九
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
議
の
定
足
数
に
達
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
平
成
二
十
九
年
二
月
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
を
開
会

い
た
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 

午
後
一
時
三
十
分 

開
議 

  

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

会
期
の
決
定
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
定
例
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
ま
し
た

結
果
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
の
と
お
り
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
会
議
録
署
名
議
員
を
御
指
名
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

二
番 

市
川
和
彦
議
員
、
十
七
番 

中
村
直
行
議
員
、
以
上
、
二
名
の
方
を
指
名

い
た
し
ま
す
。 

 
 

こ
の
際
、
諸
般
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

監
査
委
員
か
ら
、
平
成
二
十
八
年
十
月
分
か
ら
十
二
月
分
の
一
般
会
計
・
特
別
会
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計
の
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
議
長
の
手
元
に
報
告
書
が
参
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
議
事
に
入
り
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
七
号
、
以
上
七
件
、
一
括
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 
 

理
事
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

加
藤
広
域
連
合
長
。 

 

○
広
域
連
合
長
（
加
藤
久
雄
君
） 
本
日
こ
こ
に
、
平
成
二
十
九
年
二
月
長
野
広
域
連

合
議
会
定
例
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
は
市
町
村
の
三
月

議
会
を
控
え
ま
し
て
何
か
と
お
忙
し
い
中
、
御
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
広
域
連
合
の
主
要
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

長
野
市
大
豆
島
地
区
に
建
設
中
の
Ａ
焼
却
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
ど
お
り

平
成
三
十
一
年
三
月
の
施
設
稼
働
を
目
指
し
、
引
き
続
き
地
域
の
安
全
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
着
実
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
須
坂
市
仁
礼
町
区
に
建
設
予
定
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
権
者
の
皆
様
の
御
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
用
地
取
得
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
ま
で
に
仮
契
約
が
調
い
ま
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
本
議
会

に
関
係
議
案
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
残
り
の
用
地
取
得
の
状

況
に
よ
り
ま
す
が
、
最
終
処
分
場
の
稼
働
時
期
は
、
計
画
目
標
を
最
大
で
十
八
か
月

程
度
遅
れ
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

本
広
域
連
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
須
坂
市
と
連
携
い
た
し
ま
し
て
、

残
り
用
地
の
取
得
を
速
や
か
に
進
め
て
い
く
と
共
に
、
早
期
に
工
事
が
着
手
で
き
る

よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
千
曲
市
屋
代
地
区
に
建
設
予
定
の
Ｂ
焼
却
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

も
一
部
の
地
元
区
か
ら
建
設
に
対
す
る
同
意
を
い
た
だ
け
て
い
な
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
状
況
か
ら
い
た
し
ま
す
と
、
施
設
の
稼
働
時
期
は
計
画
目
標
か

ら
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
既
存
施
設
の
地
元
の

皆
様
に
は
大
変
御
心
配
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
本
広
域
連
合
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計
画
に
基
づ
く
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

地
元
の
皆
様
か
ら
一
日
も
早
く
保
証
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
千
曲
市
と
共
に
最
善
を
つ

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
は
、
本
広
域
連
合
に
と
り
ま
し
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま

す
。
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
行
っ
て
お
り
ま
す
は
に
し
な
寮
の
南
棟
増

築
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
三
月
の
竣
工
予
定
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
九
年

度
も
緊
急
度
の
高
い
工
事
を
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
な
ど
、
利
用
者
の

居
住
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
施
設
の
運
営
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
組
織
内
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
収
支
改
善
の
た
め
の
空
所
期
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
る
稼
働
率
の
向

上
、
新
た
に
松
寿
荘
で
実
施
す
る
調
理
業
務
委
託
化
や
管
理
運
営
費
の
見
直
し
な
ど
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に
よ
る
経
費
削
減
に
努
め
、
効
率
的
で
健
全
な
施
設
運
営
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

 
 

今
後
も
介
護
報
酬
の
減
額
改
定
、
深
刻
な
介
護
職
員
不
足
や
施
設
、
整
備
の
老
朽

化
な
ど
、
高
齢
者
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
快
適
で
安
心
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
介
護
・
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
の
運
営
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
二

十
九
年
度
は
委
員
の
改
選
に
よ
り
、
三
十
九
名
の
委
員
さ
ん
が
変
わ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
を
行
い
、
平
成
二
十
九
年
度
に
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
介
護
認
定
審
査
会
年
間
七
百
七
十
八
回
、
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
五

十
会
の
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
四
月
か
ら
全
市
町
村
で
実
施
さ
れ
ま
す
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
に
も
的
確
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

介
護
、
障
害
両
審
査
会
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
公
正
か
つ
迅
速

な
審
査
判
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

以
上
、
本
広
域
連
合
の
主
要
事
業
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
関
係
市
町
村
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
ま
し
て
、
事
業
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

さ
て
、
本
日
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
は
、
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
や

人
事
案
件
な
ど
九
件
で
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
事
案
件
は
私
か

ら
、
そ
の
他
の
案
件
は
副
広
域
連
合
長
か
ら
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
十
分
な
御

審
議
の
上
、
御
決
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

黒
田
副
広
域
連
合
長
。 

 

○
副
広
域
連
合
長
（
黒
田
和
彦
君
） 

私
か
ら
、
本
定
例
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
各

議
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

別
冊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
黄
緑
色
の
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

ま
ず
、
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
条
の
と
お
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
億
二
千

四
百
四
十
五
万
五
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

一
時
借
入
金
は
第
二
条
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十

五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
最
高
額
を
三
億
円
と
定
め
る
ほ
か
、
第
三
条
は

給
料
な
ど
人
件
費
に
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
同
一
款
内
で
各
項
間
の
間
の
流
用
を

認
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
二
ペ
ー
ジ
か
ら
三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

最
初
に
、
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
の
議
会
費
二
百
五
十
八
万
五
千
円
は
、
議
会
活
動
に
要
す
る
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
総
務
費
一
億
千
九
百
九
十
四
万
七
千
円
は
、
総
務
課
職
員
の
人
件
費
な
ど
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の
一
般
管
理
的
経
費
と
監
査
、
公
平
、
選
挙
の
各
委
員
会
の
運
営
費
を
計
上
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
民
生
費
一
億
六
千
九
百
四
十
七
万
二
千
円
は
、
福
祉
施
設
の
運
営
管
理
に

係
る
費
用
及
び
介
護
認
定
審
査
会
並
び
に
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
等
の
開
催
に

要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
四
款
衛
生
費
二
億
三
千
百
七
十
七
万
一
千
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
係

る
人
件
費
や
業
務
委
託
料
な
ど
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
五
款
公
債
費
十
八
万
円
は
、
一
時
借
入
金
の
利
子
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。 

 
 

第
六
款
予
備
費
は
五
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
二
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
三
億
七
千
五
百
六
十
六
万
一
千
円
は
、
関
係
市
町
村

か
ら
の
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
国
庫
支
出
金
八
百
四
十
二
万
七
千
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
伴
う

国
か
ら
の
補
助
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
財
産
収
入
九
千
円
は
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用
利
子
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
四
款
繰
越
金
一
億
四
千
二
十
七
万
六
千
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
見
込

ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
五
款
諸
収
入
八
万
二
千
円
は
、
歳
計
現
金
の
預
金
利
子
及
び
雑
入
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
一
般
会
計
予
算
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
四
ペ
ー
ジ
以
降
三
十
二
ペ
ー
ジ
ま
で
は
明
細
書
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
説

明
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

次
に
、
飛
び
ま
す
が
三
十
三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

議
案
第
二
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
条
の
と
お
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
億

五
千
十
七
万
四
千
円
と
し
、
第
二
条
、
人
件
費
に
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
、
同
一

款
内
で
の
各
項
の
間
の
流
用
を
認
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
三
十
四
ペ
ー
ジ
か
ら
三
十
五
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

最
初
に
、
第
二
表
、
歳
入
歳
出
予
算
の
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
民
生
費
二
十
六
億
三
千
六
百
六
十
九
万
七
千
円
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
二

施
設
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
六
施
設
な
ど
の
運
営
費
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
公
債
費
二
億
三
百
四
十
七
万
七
千
円
は
、
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
際
に
借
り

入
れ
た
地
方
債
な
ど
の
元
利
償
還
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

第
三
款
予
備
費
は
一
千
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
サ
ー
ビ
ス
収
入
二
十
一
億
二
千
七
百
九
十
五
万
九
千
円
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
報
酬
及
び
利
用
者
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
分
担
金
及
び
負
担
金
三
億
二
千
四
十
四
万
六
千
円
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

二
施
設
に
係
る
市
町
村
か
ら
の
措
置
費
負
担
金
と
、
増
築
工
事
等
の
借
入
に
伴
う
元

利
償
還
費
の
市
町
村
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
財
産
収
入
八
十
九
万
七
千
円
は
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用
利
子
で
あ
り
ま

す
。 

 
 

第
四
款
寄
附
金
八
千
円
は
、
各
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
寄
附
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ

り
ま
す
。 



 7 

 
 

第
五
款
繰
入
金
三
億
七
千
五
百
二
十
三
万
八
千
円
は
、
施
設
運
営
費
、
公
債
費
の

元
利
償
還
金
を
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
六
款
諸
収
入
二
千
五
百
六
十
二
万
二
千
円
は
、
受
託
事
業
収
入
及
び
雑
入
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

第
七
款
繰
越
金
四
千
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
三
十
六
ペ
ー
ジ
か
ら
百
三
ペ
ー
ジ
ま
で
は
明
細
書
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

説
明
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
四
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

議
案
第
三
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
条
の
と
お
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
四
十

七
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
五
ペ
ー
ジ
か
ら
百
六
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

最
初
に
、
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
の
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
地
域
振
興
整
備
事
業
費
四
百
二
十
七
万
円
は
、
ふ
る
さ
と
基
金
の
運
用
益

に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
長
野
地
域
の
振
興
整
備
の
た
め
の
魅
せ
ま
す
な
が
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
及
び
長
野
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
予
備
費
は
二
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
財
産
収
入
三
百
三
十
九
万
八
千
円
は
、
ふ
る
さ
と
基
金
の
運
用
利
子
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
繰
越
金
百
七
万
二
千
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

百
七
ペ
ー
ジ
か
ら
百
十
四
ペ
ー
ジ
は
明
細
書
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
説
明
は
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
十
五
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

議
案
第
四
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
ち
ら
は
、
施
設
整
備
に
係
る
直
接
的
な
経
費
で
あ
る
用
地
取
得
、
施
工
工
事
及

び
管
理
運
営
に
係
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
一
条
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
六
十
五
億
八
千
七

百
二
十
五
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
条
の
債
務
負
担
行
為
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
債

務
を
負
担
す
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

第
三
条
の
地
方
債
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
起

債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
を
定
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
百
十
八
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
百
十
八
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

第
二
条
に
規
定
す
る
第
二
表
、
債
務
負
担
行
為
の
最
終
処
分
場
の
整
備
費
及
び
最

終
処
分
場
の
建
設
工
事
施
工
管
理
委
託
費
を
定
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
の
百
十
九
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
三
条
に
規
定
す
る
第
三
表
、
地
方
債
は
、
施
設
整
備
に
係
る
事
業
費
に
つ
い
て
、

御
覧
の
内
容
で
借
り
入
れ
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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恐
縮
で
す
が
、
百
十
五
ペ
ー
ジ
に
お
戻
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

百
十
五
ペ
ー
ジ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
時
借
入
金
は
、
第
四
条
の
と
お
り
、
地
方

自
治
法
第
二
百
三
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
、
最
高
額
を
七
十
億

円
と
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
十
六
ペ
ー
ジ
か
ら
百
十
七
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

最
初
に
、
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
の
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

一
款
衛
生
費
百
六
十
五
億
三
千
六
百
八
十
六
万
六
千
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
整

備
事
業
費
及
び
管
理
運
営
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
公
債
費
五
千
三
十
八
万
六
千
円
は
、
Ａ
焼
却
施
設
整
備
に
係
る
起
債
な
ど

の
借
入
金
の
元
利
償
還
費
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
二
十
二
億
九
千
六
百
九
十
万
八
千
円
は
、
関
係
市
町

村
か
ら
の
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
国
庫
支
出
金
四
十
五
億
八
千
百
四
十
二
万
八
千
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
に
伴
う
国
か
ら
の
補
助
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
繰
入
金
三
億
七
千
五
百
六
十
一
万
六
千
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
入
金
を

見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
４
款
連
合
債
九
十
三
億
三
千
三
百
三
十
万
円
は
、
施
設
整
備
や
用
地
取
得
の
経

費
に
充
当
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
百
二
十
ペ
ー
ジ
以
降
は
明
細
書
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
説
明
は
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

以
上
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
四
号
ま
で
の
予
算
関
係
議
案
に
つ
き
ま
し
て
御

説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
左
上
に
議
案
第
五
号
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
資
料
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 
 

議
案
第
五
号
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及

び
長
野
広
域
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

議
案
第
五
号
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

本
条
例
の
改
正
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
及
び
育
児
休
業
、

介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
、
こ
れ
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
勤
務
時
間

及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

及
び
長
野
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を
そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
も
の
で
、

条
例
の
施
行
日
は
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
次
の
議
案
第
六
号
、
議
案
第
六
号
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
長
野
広
域

連
合
ご
み
処
理
手
数
料
審
議
会
設
置
条
例
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
条
例
は
、
ご
み
焼
却
施
設
に
一
般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
許
可
業
者
及
び
一
般
住

民
が
直
接
搬
入
す
る
際
の
ご
み
処
理
手
数
料
を
設
定
す
る
た
め
、
審
議
会
を
設
置
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
制
定
す
る
と
共
に
、
長
野
広
域
連
合
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
施
行
期
日
は
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

次
に
、
議
案
第
七
号
、
土
地
の
買
入
れ
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

議
案
第
七
号
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
須
坂
市
に
建
設
す
る
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
事
業
用
地
の
買
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い
入
れ
の
た
め
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
御
同
意
い
た
だ
い
た
十
四
名
、
筆
数
は
五
十
三
筆
、
面
積

は
七
万
四
千
二
百
九
平
方
メ
ー
ト
ル
余
り
、
全
体
で
約
七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち

を
先
行
し
て
買
い
入
れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
土
地
の
買
い
入
れ
予
定
価
格
は
一

億
千
四
百
八
万
五
千
九
百
六
十
六
円
で
補
償
費
を
含
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
契

約
の
相
手
方
は
、
長
野
市
南
千
歳
町
八
百
七
十
八
番
地
、
株
式
会
社
守
谷
商
会
、
取

締
役
社
長
、
伊
藤
隆
三
以
下
十
三
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
七
号
ま
で
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
御
審
議
の
上
、
御
決
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
よ
り
議
案
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

議
案
の
質
疑
は
、
議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
は
、
歳
出
か
ら
各
款
ご
と
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

そ
の
他
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
議
案
ご
と
に
一
括
し
て
お
願
い
を
い
た
し

ま
す
。 

 
 

な
お
、
御
発
言
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
議
席
番
号
及
び
氏
名
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
、
第

一
条
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
、
歳
出
か
ら
行
い
ま
す
。 

 
 

第
一
款
議
会
費
。 

 

 
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
二
款
総
務
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
三
款
民
生
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
四
款
衛
生
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
五
款
公
債
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 



 10 

 
 

第
六
款
予
備
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
で
歳
出
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

続
い
て
、
歳
入
を
行
い
ま
す
。 

 
 

第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
二
款
国
庫
支
出
金
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
三
款
財
産
収
入
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
四
款
繰
越
金
。 

 

 
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
五
款
諸
収
入
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
二
条
、
一
時
借
入
金
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
三
条
、
歳
出
予
算
の
流
用
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
で
議
案
第
一
号
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
議
案
第
二
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営

事
業
特
別
会
計
予
算
、
第
一
条
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
、
第
二
条
、
歳
出
予
算
の

流
用
、
一
括
で
質
疑
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 
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○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
議
案
第
三
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
事

業
特
別
会
計
予
算
、
同
じ
く
一
括
で
質
疑
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

次
に
、
議
案
第
四
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合

ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
、
第
一
条
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
、
第
二
条

第
二
表
、
債
務
負
担
行
為
、
第
三
条
第
三
表
、
地
方
債
、
第
四
条
一
時
借
入
金
、
一

括
で
質
疑
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

池
田
議
員
。 

 

○
十
一
番
（
池
田 

清
君
） 

十
一
番 

池
田
清
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

歳
入
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
し
ま
す
。
ペ
ー
ジ
は
百
二
十
四
ペ
ー
ジ
、
百
二
十
五

ペ
ー
ジ
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

歳
入
、
第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
、
第
三
節
地
元
対
策
事
業
費
負
担
金
一
億
円

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
町
村
負
担
金
、
人
口
割
、
そ
れ
か
ら
ご
み
量
割
と
い

う
ふ
う
に
説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
今
ま
で
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
新
た

に
こ
こ
に
提
案
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
こ
に
一
億
円
と
い
う
こ
と
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
中
身
、
そ
れ
か

ら
こ
の
負
担
金
の
分
担
金
を
そ
れ
ぞ
れ
長
野
市
、
須
坂
市
、
千
曲
市
、
小
布
施
町
を

除
く
五
町
村
で
負
担
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

池
田
事
務
局
長
。 

 

○
事
務
局
長
（
池
田
浩
太
郎
君
） 

た
だ
今
、
池
田
議
員
か
ら
御
質
問
い
た
だ
い
た
件

に
つ
き
ま
し
て
お
答
え
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

本
年
度
新
た
に
ご
み
処
理
施
設
特
別
会
計
の
方
で
先
ほ
ど
御
説
明
い
た
だ
い
た
と

お
り
、
新
た
に
負
担
金
と
し
て
地
元
負
担
金
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
分
以
前
か
ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
私
ど
も
広
域
連
合
の
ご
み
処
理
施
設
は
設
置
す
る
の
は
長
野
市
さ
ん
、
千

曲
市
さ
ん
、
須
坂
市
さ
ん
、
３
市
へ
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
３
市
に
つ
き

ま
し
て
は
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
当
た
り
ま
し
て
、
地
元
の
皆
様
か
ら
い
ろ
ん
な

御
要
望
を
い
た
だ
く
中
で
、
長
野
広
域
連
合
以
外
の
と
こ
ろ
で
事
業
を
や
っ
て
い
る

と
い
う
も
の
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
は
施
設
建
設
の
た
め
に
必
要
な
事
業
と
い
う
捉
え
方
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
施
設
の
建
設
を
実
際
に
な
い
五
町
村
、
ほ
か
の
五
町
村
も
一
定
の

負
担
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

新
年
度
一
億
円
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
は
、
ま
た
後
ほ
ど
詳
し
い
話
は

全
協
の
方
で
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
の
中
で
地
元
負
担
金
の
一

割
相
当
額
を
五
町
村
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
五
町
村
の
人
口
、
あ
る
い
は
ご
み
の
量
が
お
お
む
ね
管
内
の
一
割
ぐ
ら
い
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
一
割
程
度
と
い
う
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こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
度
の
一
億
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
現
在
考
え
て

お
り
ま
す
の
は
、
長
野
市
の
事
業
で
地
元
負
担
金
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
一
億
円
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
計
上
し
た

と
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

な
お
、
こ
の
一
億
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
ど
も
が
先
ほ
ど
事
業
費
の
一
割
程
度

と
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
上
限
額
も
一
億
円
、
各
一
億
円
の
上
限
額
で
お
願
い
し
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
た
ま
た
ま
二
十
九
年
度
長
野
市
の
事
業
費
が
二
十
九

年
度
だ
け
で
上
限
額
に
達
す
る
と
い
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
回
長
野
市
分

と
し
て
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

あ
と
、
今
後
千
曲
市
さ
ん
、
須
坂
市
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
、
地
元
負
担
対
策

事
業
と
し
て
実
施
す
る
場
合
に
は
一
割
相
当
額
、
あ
る
い
は
上
限
一
億
円
と
い
う
こ

と
に
は
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
支
出
を
念
頭
に
補
助
の
方
を
申
し
上
げ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

池
田
議
員
。 

 

○
十
一
番
（
池
田 

清
君
） 

今
、
局
長
の
方
か
ら
全
協
で
も
説
明
す
る
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
こ
れ
は
福
祉
環
境
委
員
会
の
方
に
委
員
会
付
託
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
中
身
が
分
か
ら
ず
に
そ
の
一
億
円
と
い
う
の
は
連
合
の
規
約
改
正
を
伴

っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
お
聞
き
を
し
ま
す
が
、
そ
う
し
た
議
論
を
、
あ
る
い
は
そ

の
説
明
の
無
い
ま
ま
に
福
祉
環
境
委
員
会
に
付
託
し
て
、
そ
し
て
委
員
会
で
こ
の
一

億
円
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
会
運
営
上
、
委
員
会
の
一
員
で
も
あ
り
ま
す
私

か
ら
し
て
も
委
員
会
に
お
い
て
、
全
協
、
ほ
か
の
総
務
委
員
会
の
委
員
の
皆
様
は
そ

れ
を
御
承
知
で
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
中
で
福
祉
環
境
委
員
会
に

そ
の
責
任
の
重
さ
を
担
う
こ
と
が
適
当
な
の
か
。
こ
の
運
営
上
い
か
が
な
も
の
か
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

池
田
事
務
局
長
。 

 

○
事
務
局
長
（
池
田
浩
太
郎
君
） 

た
だ
今
、
議
員
さ
ん
か
ら
御
質
問
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
今
回
の
地
元
負
担
金
予
算
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
内
容
は
、
関
係
市
町
村

の
負
担
金
を
お
願
い
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
ど
も
広
域
連
合
の

規
約
の
改
正
が
必
要
に
な
る
と
い
う
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

規
約
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
市
町
村
の
協
議
を
経
て
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
関
係
市
町
村
の
議
決
を
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

今
回
は
、
予
算
を
お
願
い
し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
来
で
あ
れ
ば

池
田
議
員
さ
ん
の
御
趣
旨
の
よ
う
に
、
規
約
改
正
、
そ
れ
か
ら
予
算
一
緒
に
お
願
い

す
る
べ
き
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

私
ど
も
十
二
月
議
会
に
本
来
で
あ
れ
ば
お
願
い
し
て
、
そ
の
後
、
新
年
度
予
算
と

い
う
こ
と
で
お
願
い
し
た
か
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
調
整

が
調
い
ま
せ
ん
で
、
今
回
予
算
を
お
願
い
し
、
三
月
に
関
係
市
町
村
に
協
議
を
お
願

い
す
る
と
い
う
よ
う
な
手
続
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は

お
わ
び
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

し
か
し
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
関
係
市
町
村
さ
ん
の
方
へ
し
っ
か
り
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
御
理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
理
事
会
で
も
御
承
認
い
た
だ
い
た
中
で
、
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今
回
お
願
い
す
る
と
い
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
御
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

続
い
て
、
議
案
第
五
号
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
及
び
長
野
広
域
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

続
い
て
、
議
案
第
六
号
、
長
野
広
域
連
合
ご
み
処
理
手
数
料
審
議
会
設
置
条
例
に

つ
い
て
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
議
案
第
七
号
、
土
地
の
買
入
れ
に
つ
い
て
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
事
業
用
地
に
つ
い
て
質
疑
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
で
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
七
号
ま
で
、
以
上
七
件
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
委
員
会
付
託
表
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
常
任
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
議
案
第
八
号
、
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 
 

理
事
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

加
藤
広
域
連
合
長
。 

 

○
広
域
連
合
長
（
加
藤
久
雄
君
） 

議
案
第
八
号
、
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
三
名
の
公
平
委
員
の
う
ち
、
竹
内
喜
宜
氏
が
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
長
野
市
若
里
四
丁
目
二
番
五
十
五

号
、
金
子
肇
氏
を
選
任
し
た
い
の
で
、
地
方
公
務
員
法
第
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
御
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

金
子
氏
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
長
野
市
公
平
委
員
会
委
員
に

御
就
任
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

何
と
ぞ
御
同
意
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
件
に
関
し
て
は
、
質
疑
、
討
論
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
直
ち
に
採
決
に
入
り

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 
○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

本
件
を
原
案
の
と
お
り
選
任
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を

求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
全
員
起
立
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
選
任
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
承
認
第
一
号
、
専
決
処
分
の
報
告
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
を
議
題

と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

理
事
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

黒
田
副
広
域
連
合
長
。 

 

○
副
広
域
連
合
長
（
黒
田
和
彦
君
） 

承
認
第
一
号
、
専
決
処
分
の
報
告
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
き
ま
し
て
、
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十

八
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け
で
専
決
処
分
を
い
た
し
た
も
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
議
会
へ
報
告
し
、
承
認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

今
回
の
改
正
は
、
本
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

国
に
準
じ
て
改
め
た
も
の
で
、
主
な
内
容
は
給
料
表
の
改
正
、
勤
勉
手
当
の
改
正
及

び
扶
養
手
当
の
改
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

施
行
期
日
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
、
勤
勉
手
当
の
改
正
の
う
ち

平
成
二
十
九
年
度
以
降
の
六
月
期
及
び
十
二
月
期
の
支
給
割
合
の
配
分
の
変
更
及
び

扶
養
手
当
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
給
料
表

の
改
正
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
、
勤
勉
手
当
の
改
正
の
う
ち
の
本
年
度
の

勤
勉
手
当
の
改
正
は
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
適
用
し
た
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

何
と
ぞ
御
承
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

本
件
に
関
し
て
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
件
に
関
し
て
は
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
直
ち
に
採
決
に
入
り
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

  
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 
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○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

承
認
第
一
号
、
専
決
処
分
の
報
告
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
件
を
原
案

の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
全
員
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
本
件
は
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

 
 

た
だ
今
か
ら
、
常
任
委
員
会
開
会
の
た
め
、
こ
の
際
、
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
休

憩
い
た
し
ま
す
。 

 
 

お
手
元
に
配
布
の
一
覧
表
の
と
お
り
場
所
を
定
め
ま
す
の
で
、
開
催
さ
れ
ま
す
よ

う
御
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

（
休
憩
） 

午
後
二
時
十
分 

   
 

（
再
開
） 

午
後
四
時
四
十
六
分 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

各
委
員
会
の
審
査
が
終
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
委
員
会
の
審
査

の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
報
告
を
求
め
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
総
務
委
員
会
委
員
長
、
佐
藤
壽
三
郎
議
員
。 

 

○
総
務
委
員
会
委
員
長
（
佐
藤
壽
三
郎
君
） 

十
四
番 

佐
藤
壽
三
郎
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

私
か
ら
、
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
諸
案
件
の
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
総
務
委
員
会

決
定
報
告
書
の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
委
員
長
の
報
告
を
終

わ
り
ま
す
。 

 
 

続
い
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
、
和
田
英
幸
議
員
。 

 

○
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
（
和
田
英
幸
君
） 

十
八
番 

和
田
英
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

私
か
ら
、
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
福
祉
環
境
委

員
会
決
定
報
告
書
の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
委
員
会
に
お
い
て
論
議
さ
れ
、
広
域
連
合
に
要
望
い
た
し
ま
す
主
た
る
事

項
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

老
人
福
祉
施
設
の
職
員
賃
金
に
あ
た
っ
て
は
、
正
規
職
員
と
嘱
託
職
員
と
の
賃
金

格
差
を
縮
小
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
努
力
さ
れ
た
い
。 
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以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
の
報
告

を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

た
だ
今
か
ら
、
各
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
三
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合

長
野
地
域
ふ
る
さ
と
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
五
号
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
勤
務

時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
長
野
広
域
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直

ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
二
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連

合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

賛
成
多
数
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
四
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野

広
域
連
合
ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
に
反
対
、
十
二
番 

阿
部
孝
二
議
員
。 

 

○
十
二
番
（
阿
部
孝
二
君
） 

十
二
番 

阿
部
孝
二
で
す
。 

 
 

福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
に
仮
称
Ｂ

焼
却
施
設
整
備
費
四
億
七
千
五
百
七
十
五
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
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に
は
土
地
購
入
費
約
四
億
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
連
合
長
の
挨
拶
で
は
、
千
曲
市

屋
代
地
区
に
建
設
予
定
の
Ｂ
焼
却
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
も
一
部
の
地
元
区

か
ら
建
設
に
対
す
る
同
意
を
い
た
だ
け
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
現
状
の
状

況
か
ら
い
た
し
ま
す
と
、
施
設
の
稼
働
時
期
、
計
画
目
標
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な
い
状
況
だ
と
挨
拶
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

長
野
市
の
Ａ
焼
却
施
設
の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
も
建
設
途
中
で
あ
り
ま
す
が
、
建

設
の
経
過
に
は
地
元
の
市
民
の
反
対
が
あ
り
、
署
名
活
動
が
行
わ
れ
、
区
長
へ
の
申

入
れ
も
行
う
。
そ
し
て
ま
た
灰
溶
融
炉
に
つ
い
て
の
危
険
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
も

調
査
検
討
も
行
い
、
学
習
も
行
い
、
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
党

も
反
対
を
通
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

党
連
合
会
の
視
察
で
行
わ
れ
た
諏
訪
湖
、
湖
周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
中
の
焼

却
施
設
に
つ
い
て
の
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
建
設
関
係
の
中
で
は
、

灰
溶
融
炉
に
つ
い
て
は
な
ぜ
行
わ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
話
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、

今
の
と
こ
ろ
市
民
の
安
全
性
、
こ
れ
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
灰
溶
融
炉
に
つ
い

て
は
や
ら
な
い
、
こ
う
い
う
お
考
え
で
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
湖
周

地
域
の
皆
さ
ん
の
事
業
内
容
で
は
Ｄ
Ｂ
Ｏ
の
事
業
と
し
て
地
元
の
建
設
、
ま
た
は
関

係
業
者
が
参
加
し
な
が
ら
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
資
本
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
地
元
の
皆

さ
ん
の
雇
用
が
生
ま
れ
る
、
こ
う
い
う
状
況
も
つ
く
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
し
て
、
全
国
の
灰
溶
融
炉
の
問
題
で
は
、
特
に
東
京
都
内
の
品
川
清
掃
工
場
、

多
摩
川
清
掃
工
場
、
板
橋
清
掃
工
場
、
世
田
谷
清
掃
工
場
、
足
立
、
葛
飾
、
大
田
な

ど
日
立
造
船
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
が
、
灰
溶
融
炉
に
つ
い
て
の
休

止
計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
全
国
で
灰
溶
融
炉
に
つ
い
て
の
安
全
性
や
市
民
へ
の
信
頼
性
と
の
関

係
か
ら
廃
止
の
状
況
が
出
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
Ｂ
焼
却
施
設
の
地
元
協
議
の

経
過
の
中
で
い
き
ま
す
と
、
世
帯
数
二
百
五
十
と
い
わ
れ
、
人
口
は
四
倍
と
す
れ
ば

約
千
人
近
い
そ
う
い
う
人
た
ち
が
住
む
地
域
に
建
設
予
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
三

百
度
の
高
温
の
二
十
四
時
間
の
灰
溶
融
炉
に
つ
い
て
は
、
今
後
三
十
年
、
四
十
年
と

い
う
長
い
施
設
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

住
民
の
不
安
を
一
掃
す
る
た
め
に
は
灰
溶
融
炉
を
や
め
て
、
住
民
に
沿
っ
た
建
設

変
更
を
求
め
て
反
対
討
論
と
し
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

十
一
番 

池
田
清
議
員
。 

 

○
十
一
番
（
池
田 

清
君
） 

十
一
番 

池
田
清
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

議
案
第
四
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合
ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計

予
算
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
福
祉
環
境
委
員
長
報
告
に
対

し
、
反
対
の
立
場
で
討
論
い
た
し
ま
す
。 

 
 

歳
入
に
お
い
て
は
、
第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
、
第
１
項
負
担
金
、
一
目
衛
生

費
負
担
金
、
三
節
地
元
対
策
事
業
費
の
事
業
費
負
担
金
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
第
一

款
衛
生
費
、
第
一
項
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
費
、
一
目
仮
称
Ａ
焼
却
施
設
整
備
費
、

十
九
節
負
担
金
、
補
助
金
及
び
交
付
金
で
あ
り
ま
す
。
歳
入
歳
出
と
も
に
一
億
円
が

計
上
を
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

 
 

そ
も
そ
も
こ
の
一
億
円
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
福
祉
環
境
委
員
会
に
お
い
て
初

め
て
委
員
の
皆
さ
ん
に
資
料
が
配
ら
れ
、
構
成
す
る
九
市
町
村
の
う
ち
、
小
布
施
町
、

長
野
市
、
須
坂
市
、
そ
し
て
千
曲
市
を
除
く
五
つ
の
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
金
を
出

す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
生
活
の
中
で
出
て
く
る
ご
み
を
処
理
す
る
、
な
く
て
は
な
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ら
な
い
施
設
の
建
設
は
、
当
広
域
連
合
に
お
い
て
も
最
も
重
要
な
事
業
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
は
議
論
を
持
ち
ま
せ
ん
。 

 
 

し
か
し
、
こ
の
当
該
施
設
を
持
つ
市
町
村
に
対
し
、
新
た
に
規
約
改
正
を
伴
っ
て

提
案
さ
れ
た
こ
の
一
億
円
に
つ
い
て
、
そ
の
説
明
に
お
け
る
時
間
と
丁
寧
な
説
明
は

十
分
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
一
年
度
の
理
事
会
に
お
い
て
、
こ
の
負
担
金
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
十
月
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
と
い
う
経
過
を
伺
い
ま

し
た
が
、
し
か
し
残
念
な
が
ら
こ
の
広
域
連
合
議
会
に
お
い
て
本
日
の
冒
頭
、
議
案

質
疑
で
も
質
問
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
議
会
に
お
い
て
全
員
協
議
会
と
い
う
場
で

し
っ
か
り
全
議
員
の
皆
さ
ん
に
周
知
を
す
る
と
い
う
、
そ
う
し
た
手
だ
て
が
行
わ
れ

な
い
、
そ
ん
な
結
果
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
重
要
な
議
案
に
つ
い
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
か
ら
代
表

さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
多
く
の
負
担
金
を
こ
れ
か
ら
ま
た
三
月
議
会
で
議
論
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
そ
う
し
た
皆
さ
ん
が
こ
の
福
祉
環
境
委
員
会
に
お
い
て
、
一
億
円
の

こ
の
対
策
事
業
費
に
つ
い
て
賛
成
の
意
思
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
重
い
責
任

で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 

各
関
係
町
村
に
は
そ
の
旨
を
伝
え
、
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
理
事
の
説
明

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
議
会
に
は
何
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
に
広

域
連
合
議
会
そ
の
も
の
の
軽
視
と
な
り
、
ま
た
構
成
す
る
各
市
町
村
の
議
会
を
も
軽

視
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 
 

こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
三
月
議
会
に
当
該
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
計
上
さ
れ
る
と

い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、
既
に
広
域
連
合
議
会
で
決
定
し
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で

議
論
が
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
大
き
な
危
機
感
を
持
ち
ま
す
。 

 
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
議
論
を
行
い
、
そ
し
て
ま
た
福
祉
環
境
委
員
の

み
な
ら
ず
、
大
変
重
要
な
案
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
務
委
員
を
含
め
て
全
連
合
議

会
議
員
が
共
通
の
認
識
を
持
つ
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。 

 
 

今
年
の
平
成
二
十
九
年
度
の
予
算
は
Ａ
焼
却
施
設
の
工
事
費
を
含
め
、
大
変
な
大

き
な
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
予
算
を
議
論
す
る
の
に
は
午
後
一
時
半
の
開

会
、
そ
し
て
四
時
間
ほ
ど
の
議
論
で
十
分
と
は
私
は
言
い
難
い
と
思
い
ま
す
。
広
域

連
合
議
会
の
在
り
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
今
回
、
私
は
こ
の
こ
と
を
糧
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

本
日
の
新
聞
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
北
信
広
域
連
合
は
昨
日
開
会
し
、
開
会
前
に

全
員
協
議
会
を
行
い
、
二
つ
の
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
を
含
む
説
明
を
全
員
協
議
会

で
行
っ
た
上
に
議
案
提
案
を
し
て
、
そ
こ
で
一
旦
休
会
と
な
り
、
休
会
日
を
挟
ん
で

新
た
に
ま
た
日
を
改
め
て
一
般
質
問
、
そ
し
て
委
員
会
審
議
を
行
っ
た
上
で
採
決
を

す
る
と
い
う
、
そ
う
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
だ
け
多
く
の
市
町
村
で
構
成
さ
れ
、
大
変
大
き
な
予
算
を
審
議
す
る
当
広
域

連
合
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
今
後
様
々
な
議
論
を
経
る
中
で
、
私
は
大
き
く

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

以
上
、
こ
の
一
億
円
の
ご
み
処
理
対
策
事
業
費
に
つ
い
て
、
委
員
長
報
告
に
対
す

る
反
対
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 
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（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

賛
成
多
数
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
六
号
、
長
野
広
域
連
合
ご
み
処

理
手
数
料
審
議
会
設
置
条
例
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
七
号
、
土
地
の
買
入
れ
に
つ
い

て
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
各
常
任
委
員
会
所
管
の
議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
九
年
度
長
野
広
域
連
合

一
般
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り

ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
審
議
は
全
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
広
域
連
合
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
可
し

ま
す
。 

 
 

加
藤
広
域
連
合
長
。 

 

○
広
域
連
合
長
（
加
藤
久
雄
君
） 

長
野
広
域
連
合
議
会
二
月
定
例
会
の
閉
会
に
当
た

り
ま
し
て
、
御
礼
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
日
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
原
案
ど
お
り
御
決
定
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

今
後
も
関
係
市
町
村
と
力
を
合
わ
せ
、
長
野
地
域
の
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
方
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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寒
さ
の
厳
し
い
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
議
員
の
皆
様
に
は
御
健
康
に
十

分
御
留
意
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

閉
会
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
高
野
正
晴
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
九
年
二
月
長
野
広
域
連

合
議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
す
。 

   
 
 
 

午
後
五
時
六
分 
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地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
署
名
す
る
。 

 

平
成
二
十
九
年 

 

月 
 

日 

     

議 
 
 
 
 

長 
 
 
 

高 
 

野 
 

正 
 

晴 

  

副 
 

議 
 

長 
 
 
 

北 
 

澤 
 

雄 
 

一 

 

 

署 

名 
議 

員 
 
 
 

市 
 

川 
 

和 
 

彦 

  

署 

名 

議 

員 
 
 
 

中 
 

村 
 

直 
 

行 


